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開 会 （１０時００分）

議長（渡辺明彦君） おはようございます。

これより平成１８年第４回境港市議会定例会を開会いたします。

本日の議事日程は、お手元に配付しているとおりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

議長（渡辺明彦君） 日程第１、会議録署名議員を指名いたします。

署名議員に、浜田一哉議員、松下克議員を指名いたします。

日程第２ 会期の決定

議長（渡辺明彦君） 日程第２、会期の決定を行います。
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本定例会の会期は、本日から１２月１９日までの１４日間といたしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議長（渡辺明彦君） 御異議なしと認めます。よって、会期は、１２月６日から１２月

１９日までの１４日間と決しました。

日程第３ 市長市政概要報告

議長（渡辺明彦君） 日程第３、市長の市政概要報告を求めます。

中村市長。

市長（中村勝治君） 平成１８年１２月定例市議会に当たり、市政の概要について申し上

げます。

平成１８年度の財政見通しについて申し上げます。

歳入におきましては、地価の下落、法人業績の低迷など、いまだ市税を取り巻く状況は

大変厳しいものとなっておりますが、予算額に見合う税収の確保に向けて引き続き徴収強

化を図ってまいります。

また、地方交付税において、普通交付税は予算額２５億１，０００万円に対し２５億

６，０００万円余の決定を見たところでありますが、特別交付税はここ数年大幅に削減さ

れており、今年度も全国各地の風水害の被災地に手厚く配分されることを考慮しますと、

本市への配分は昨年度に比べ減額が見込まれます。今後、予算額の確保に向けて努力して

まいります。

一方、歳出におきましては、計画いたしました諸事業はおおむね実施できるものと考え

ております。

平成１９年度予算編成の考え方について申し上げます。

本市の財政状況は、市税収入の長期低迷や地方交付税等の減額を主な要因として、歳入

における一般財源総額が減少し続けている一方、歳出においても社会保障関係経費の増大

や過去から累積した公債費の高どまりなど、財政構造の硬直化はその度合いを強めてきて

おります。

このような状況のもと、平成１９年度の予算編成に当たりましては、歳入の改善が見込

めない中、いましばらくの間、歳出における削減努力の継続、特に中⋞長期的な取り組み

による公債費の抑制などにより現状の歳入に見合った歳出規模に是正していくことを目標

にしてまいりますが、同時に、市民生活に直結した必要不可欠な施策や、時代背景に即し

た新たな財政需要には時を逸することなく、的確にこたえていかなければならないと考え

ております。

これらのことから、平成１９年度予算の全体像につきましては、引き続き緊縮型予算と

ならざるを得ないと思いますが、自立⋞持続可能な財政基盤の確立に向けた予算編成を行

ってまいりたいと存じます。
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市制施行５０周年記念事業について申し上げます。

境港市が誕生し半世紀という節目に当たり、市民の皆様とともに将来に向けて魅力ある

まちづくりを進めていくため市制施行５０周年を祝う記念事業を実施いたしました。９月

２３、２４日の両日には、元オリンピック選手を招いてのはつらつママさんバレーボール

を、また、ＮＨＫ鳥取放送局の協力を得て、１１月２３日には「ぐーチョコランタン小劇

場」、１２月３日には「のど自慢」を開催しましたが、いずれも大盛況のうちに終えるこ

とができました。

このほか、本市の移り変わりを写真でつづった境港市制５０周年記念写真集を１０月末

に発刊し、１１月３日には恒例の市表彰式並びに金婚⋞ダイヤモンド婚記念祝賀式典を開

催して、参列者とともに５０周年を祝いました。

なお、市民団体などが主催される事業の中で、内容が市制施行５０周年記念にふさわし

い事業については冠使用を広げ、現在までに６件の事業が開催されたところであります。

社会教育について申し上げます。

１０月２２日、第１９回全国スポーツ⋞レクリエーション祭のフリー参加種目として健

康ウオークを本市で実施しました。遠くは秋田県から、そして韓国江原道からも参加をい

ただき、総勢８００人を超える皆様が快晴の空のもと、それぞれ自分に合ったコースに分

かれて楽しまれたところであります。今後も、市民の健康増進に効果的なウオーキングの

催しを継続して取り組んでまいりたいと考えております。

児童福祉について申し上げます。

多様化する保護者の勤務形態に対応するため、本年９月から新たな保育サービスとして

休日保育を渡保育所で開始いたしました。１２月１日現在の登録者は１８名、１日当たり

の平均利用者数は３人となっており、順調な滑り出しとなっております。

また、保育施設では、現在、来年度の園児募集を行っておりますが、公⋞私立全園で延

長保育を初め保育サービスを充実する計画となっております。厳しい財政状況ではありま

すが、子育てしやすいまちづくりにつきましては特に力点を置いて取り組んでまいりたい

と考えております。

障害者福祉について申し上げます。

１０月から障害者自立支援法が完全施行され、障害者相談支援事業やコミュニケーショ

ン支援事業などの実施主体が市町村となりましたが、鳥取県西部地域では、サービスに大

きな格差が生じないように圏域市町村の共同で実施しているところであります。

また、サービス利用の際に必要となる障害程度区分認定につきましてもきめ細かな調査

を実施し、障害の実態に即した判定作業を行っているところであり、今後も新制度の周知

を図りながら、必要なサービスが受けられないということがないよう十分に配慮した事業

実施に努めていく必要があると考えております。

生活習慣病及び介護予防対策について申し上げます。

市民の生活習慣病対策については、平成１７年度には外江地区ではつらつ健康大学を開
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催しましたが、今年度からはさらに国の全額助成を取り入れ、国保ヘルスアップ事業とし

て本格的に生活習慣病予防に取り組んでおります。今年度は、外江地区と境地区におきま

して１１月から鳥取大学医学部との連携のもと、理学療法士や管理栄養士等の専門家の指

導により、食事、運動などの生活習慣を改善して市民の健康度の向上を図るほか、地域の

健康づくりリーダーの養成にも取り組んでおります。

介護予防については、基本健康診査などを通じ、介護が必要な状態になる前の高齢者を

早期に把握し、特定高齢者として認定後、地域包括支援センターで個々に応じた効果的な

介護予防事業に取り組んでおります。

特に地域においては、高齢者ふれあいの家を拠点に介護予防や認知症予防対策として、

運動機能の向上や認知症に対する知識の普及啓発を図られ、上道地区ではボランティアに

よる住民主体の認知症予防サークルが結成されるなど、独自の取り組みも見られるように

なってきております。今後も、このような地域の特色を生かした取り組みの輪が全市的に

広がることを期待しております。

水産業について申し上げます。

北朝鮮による核実験の実施に伴い、日本政府は１０月１４日に北朝鮮に対する制裁措置

を発動いたしました。これにより、境港を本拠地として北朝鮮水域に出漁していたベニズ

ワイガニ漁船の同水域での操業許可が取り消されたところであります。同水域での水揚げ

量は、平成１７年の境漁港におけるベニズワイガニの水揚げ量の約３割を占めており、今

後、カニ加工業の原料不足や関係企業の経営悪化などが予想されることから、１０月２５

日には、境港水産振興協会とともに、このたびの北朝鮮に対する制裁措置に係る支援につ

いて農林水産大臣を初め国に対し要望したところであります。

全国和牛能力共進会鳥取県大会について申し上げます。

和牛のオリンピックとも称され、全国の優秀な和牛が５年に１度、一堂に会してその優

劣を競う全国大会が来年１０月に米子市崎津住宅団地をメーン会場に、本市竹内団地をサ

ブ会場にして開催されます。全国から来場される多くの参観者に、鳥取県及び本市の農畜

産物や観光、物産等を幅広く情報発信していくため、９月２９日、第９回全国和牛能力共

進会鳥取県大会境港市実施本部を設置したところであり、今後、鳥取県実行委員会と協調

したイベントなどに取り組んでいくこととしております。

環日本海交流について申し上げます。

１０月１９日から２１日までの３日間、韓国東海市におきまして第１２回環日本海拠点

都市会議が開催されました。韓国からは東海市と束草市、中国からは琿春市、延吉市、図

們市、日本からは、本市を初め米子市、浜田市、鳥取市が参加し、環日本海経済交流の実

践をテーマに各都市の代表が意見交換を行ったところであります。本市からは、静脈物流

を活用した経済交流の拡大、各都市の観光資源を生かした観光交流の推進、環日本海定期

航路の開設に向けた取り組みを提案いたしました。

また、来春にも開設が予定されている環日本海横断航路の寄港地である束草市長との会
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談では、境港が同航路の寄港地の一つとなるよう協力をお願いするとともに、同じ水産都

市として発展するよう人や技術の交流促進等について意見交換したところであります。今

後とも、環日本海地域との経済交流を積極的に促進し、本市経済の活性化につなげてまい

りたいと考えております。

観光振興について申し上げます。

境港商工会議所では、創立１００周年記念事業として、さかいみなと海の弁当、妖怪川

柳コンテスト、境港妖怪検定、ぜんまい式音声ガイドなどのユニークな事業に取り組まれ、

「さかなと鬼太郎のまち境港」を改めて全国に発信いただいたところであります。このほ

かにも、ことしは妖怪そっくりコンテスト、ゲゲゲのゲタつみ大会などといった新たな企

画が実施されており、こうした民間の方々が主体となったお取り組みに感謝するとともに、

今後も大いに期待しているところであります。

また、県域を超えた官民一体の組織である中海⋞宍道湖⋞大山圏域観光連携事業推進協

議会では、１０月に中海遊覧船の実験運航を実施されたほか、１１月には圏域の観光情報

を発信するポータルサイトを本格稼働させるなど、広域観光連携の具現化が急速に進みつ

つあるところであります。

隠岐航路について申し上げます。

隠岐航路を運航する隠岐汽船株式会社におかれましては、観光客や公共事業の減少に加

え、重油の高騰、設備投資の債務負担などが重なり、経営が極めて厳しい状況に陥ってい

ることから、現在、経営改善計画を策定し、再建に向けた懸命な取り組みが進められてい

ると伺っております。

隠岐航路が明治１８年に開設されて以来、本市は本土側寄港地としての長い歴史があり、

隠岐島とのつながりは山陰のどの地域より深い関係を有しております。本市としましても、

隠岐航路の存続が図られるようできる限り支援をしていきたいと考えておりまして、今後、

鳥取県、境港管理組合に対しましても支援の必要性等について訴えてまいる考えでありま

す。

米子空港滑走路延長事業について申し上げます。

米子空港の滑走路延長事業につきましては、国土交通省において本年３月から空港内の

用地造成工事が進められておりますが、関連プロジェクトであります市道外浜線のつけか

えや有田川の改修、ＪＲ境線中浜駅行き違い設備設置に伴う市道と水路のつけかえにつき

ましても１１月から順次工事が着手され、本年度末の完成が予定されているところであり

ます。

鳥取県により実施されております県道のつけかえにつきましては、現在、米子市側の外

浜街道からのアクセス道路を中心とした工事が行われており、平成２０年度前半の完成に

向け整備が進められております。また、県道米子空港線南側に設置される防音堤につきま

しては、１０月から土砂の搬入が始められたところであり、平成２０年度中の完成を目指

していると伺っております。
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このほか、滑走路延長事業に伴う地域振興計画につきましては、本年度は市道の側溝整

備を初めとする生活関連道の整備や高松町会館の建築を実施することといたしており、各

事業とも１０月から順次着手したところであり、３月末の完成を予定をしております。

以上、市政の概要について御報告申し上げましたが、議員並びに市民各位の格段の御理

解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。

議長（渡辺明彦君） ただいまの市政概要報告に対する質問は、一般質問の際にお願いい

たします。

日程第４ 議案第７４号～議案第８４号

（平成１７年度決算審査特別委員会委員長報告）

議長（渡辺明彦君） 日程第４、平成１７年度決算に係る議案第７４号から議案第８４号

までを議題といたします。

ただいま一括上程いたしました１１議案について、平成１７年度決算審査特別委員会委

員長の報告を求めます。

森岡俊夫議員。

決算審査特別委員会委員長（森岡俊夫君） 平成１７年度決算審査特別委員会委員長報告

を行います。

９月定例市議会におきまして、議長指名により７名の委員から成る決算審査特別委員会

が設置され、９月２０日、本委員会を開催し、委員の互選により委員長に私、森岡俊夫、

副委員長に平松謙治委員が選出されました。

本委員会に付託されました平成１７年度歳入歳出決算の認定案件は、一般会計及び特別

会計合わせ１１会計の決算であります。

去る１１月１３日から１１月１６日までの４日間、竹本助役を初め担当部課長及び関係

職員の出席のもと、慎重に審査を行いました。

その結果、議案第７４号、境港市一般会計、議案第７５号、境港市国民健康保険費特別

会計、議案第７６号、境港市駐車場費特別会計、議案第７７号、境港市下水道事業費特別

会計、議案第７８号、境港市高齢者住宅整備資金貸付事業費特別会計、議案第７９号、境

港市老人保健費特別会計、議案第８０号、境港市市場関係者詰所事業費特別会計、議案第

８１号、境港市深田川土地区画整理費特別会計、議案第８２号、境港市境港新都市土地区

画整理費特別会計、議案第８３号、境港市介護保険費特別会計、議案第８４号、境港市汚

水処理施設整備費特別会計、以上１１議案の歳入歳出決算の認定について、全員異議なく

認定するものと決しました。

また、決算審査のまとめとして、次の６項目の要望書を付したことをあわせて報告いた

します。

１、収入未済解消について、負担の公平性の観点からさらに努力されたい。２、にぎわ

いのある商店街づくり等、県の補助金がなくなった事業についても費用対効果を勘案し、
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必要なものは単独市費でも継続されたい。３、市の助成対象としている事業について、適

正な審査をするとともに継続的なチェック機能の充実を図られたい。４、学校等、公共施

設について、長期的視野に立って改善計画を立て、早期に対処されたい。５、西部広域行

政管理組合の負担金について、行財政改革の視点から検討されたい。６、長期的視野に立

って下水道計画、ごみ焼却施設建設について見直しをされたい。

以上で平成１７年度決算審査特別委員会の委員長報告を終わります。

議長（渡辺明彦君） 討論に入ります。

討論の通告がありますので、発言を許します。

定岡敏行議員。

１３番（定岡敏行君） ただいまの決算委員長報告のうち、議案第７４号、平成１７年度

一般会計及び議案第７５号、平成１７年度国民健康保険費特別会計の決算認定に反対をし、

討論をいたします。

私は、議会に出て以来、繰り返し述べてまいりましたように、自民党⋞公明党政権のも

との厳しい地方財政攻撃の中で住民の暮らしを守る自立のまちをともに切り開くという立

場で予算、決算審議に当たってまいりました。そして、中村市政の持続可能な財政基盤の

確立へ投資的経費の抑制、こういう基本的姿勢や増大する民生費需要への対応を評価し、

その前進に期待をしてまいりました。しかし、一方で、中村市政は、行革、受益と負担の

公平の名のもと、低所得者にも大変な負担増を相次いで行ってまいりました。

平成１７年度一般会計でも、伸び続ける医療、福祉、介護などの財政需要にこたえつつ、

また老朽化した学校の計画的な改修など市民の切実な願いにこたえながらも、ごみ減量化

の抜本的な解決を遠ざける家庭ごみの有料化で引き続き市民に多大な負担を求め、また人

間ドック受診料の引き上げ、わけても非課税世帯の受診料を３倍にも引き上げるなど行っ

てまいりました。

いろいろと市民と話し合う機会があるのですが、ごみ袋の有料化は今でも怨念、あきら

めとして市民の心に沈殿をしています。広がる貧富の差の拡大の中、負担に耐えられない

市民は一体どこへ行けばよいのかという、この怒りは消えることがありません。住民合意

とはほど遠いやり方で進められたごみ有料化による負担増がこうして続けられることにつ

いて、私は何より暮らしの困難に直面する市民にとって耐えがたいものとして容認するこ

とはできませんし、市民の自発的協力、協働が市政に期待されるこのときに行政への不信

と不満を市民の中に沈殿、蓄積させていることについて深刻な懸念を抱くものです。

こうした重大な問題をはらんだ平成１７年度一般会計及び人間ドックにかかわる国民健

康保険特別会計の決算認定に反対をするものです。新年度予算案編成の時期でもあります。

ぜひ生かしていただきたいという思いを述べて、討論を終わります。

議長（渡辺明彦君） 以上で討論を終わります。

採決いたします。

ただいま反対討論のありました議案第７４号、平成１７年度境港市一般会計歳入歳出決
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算の認定について、原案のとおり認定することに賛成の議員の起立を求めます。

〔賛成者起立〕

議長（渡辺明彦君） 起立多数と認めます。よって、議案第７４号は、原案のとおり認定

することに決しました。

次に、議案第７５号、平成１７年度境港市国民健康保険費特別会計歳入歳出決算の認定

について、原案のとおり認定することに賛成の議員の起立を求めます。

〔賛成者起立〕

議長（渡辺明彦君） 起立多数と認めます。よって、議案第７５号は、原案のとおり認定

することに決しました。

次に、ただいま認定いたしました案件を除く各議案については、委員長報告のとおり認

定することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議長（渡辺明彦君） 御異議なしと認めます。よって、議案第７６号、平成１７年度境港

市駐車場費特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第７７号、平成１７年度境港市下

水道事業費特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第７８号、平成１７年度境港市高

齢者住宅整備資金貸付事業費特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第７９号、平成

１７年度境港市老人保健費特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第８０号、平成

１７年度境港市市場関係者詰所事業費特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第８１

号、平成１７年度境港市深田川土地区画整理費特別会計歳入歳出決算の認定について、議

案第８２号、平成１７年度境港市境港新都市土地区画整理費特別会計歳入歳出決算の認定

について、議案第８３号、平成１７年度境港市介護保険費特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて、議案第８４号、平成１７年度境港市汚水処理施設整備費特別会計歳入歳出決算の

認定については、それぞれ認定することに決しました。

日程第５ 報告第１３号⋞議案第８５号～議案第９９号

議長（渡辺明彦君） 日程第５、報告第１３号、議会の委員による専決処分の報告につい

てから、議案第９９号、市道の路線の認定についてまでを一括議題といたします。

ただいま一括上程いたしました報告及び議案について、市長の提案理由の説明を求めま

す。

中村市長。

市長（中村勝治君） 報告第１３号の報告並びに議案第８５号から議案第９９号までの提

案理由につきまして一括して申し上げます。

報告第１３号は、交通事故の損害賠償額を定めたものであります。法の定めるところに

より専決処分をいたしましたので、御報告いたすものであります。

議案第８５号は、人権擁護委員の松田榮子氏が平成１９年３月３１日をもって任期満了

となりますので、再び同氏を推薦いたしたく、法の定めるところにより議会の意見を求め
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るものであります。

議案第８６号から議案第９１号までの予算関係議案について申し上げます。

議案第８６号は、平成１８年度一般会計補正予算（第６号）であります。

まず、歳出の主な内容について申し上げます。

人件費につきましては、退職者の増加などにより合わせて１億１，６６４万円余を増額

いたすほか、総務費におきましては、職員の育児休業等に伴う代替臨時職員の賃金２１２

万円余、宝くじの収益金を活用して行う自治コミュニティー活動への助成金４２０万円、

市税等過誤納金還付金として、児童扶養手当や保育所運営費などの過年度分の国費等精算

に伴う返還金１４６万円余をそれぞれ増額。民生費におきましては、介護保険費特別会計

への繰出金１３万円余、障害児の新規入所に伴い臨時職員を追加配置したことによる賃金

３５６万円余をそれぞれ増額。農林水産業費におきましては、北朝鮮に対する国の制裁措

置により影響を受けるカニ加工業者に対する支援策として、融資資金の信用保証料軽減の

ための助成経費１３９万円余を増額。商工費におきましては、隠岐航路維持のための支援

措置として、隠岐汽船株式会社に対する補助金８８万円余を増額。土木費におきましては、

市道整備などを行う経費９７８万円余などを増額。消防費におきましては、消防団員に対

する公務災害補償費６７５万円余を増額。教育費におきましては、余子小学校のトイレ改

修費２０４万円余、給食調理員の育児休業に伴う代替臨時職員の賃金１１６万円、文化ホ

ールの雨漏り対策工事費等３４５万円余をそれぞれ増額。

歳入につきましては、国庫支出金８０８万円、寄附金３万円、繰越金１億３，４５７万

円余、諸収入１，０９５万円余をそれぞれ増額いたしております。

以上によりまして、歳入歳出それぞれ１億５，３６３万５，０００円を増額し、予算総

額を１２５億２，８７４万６，０００円といたすものであります。

また、来年度以降の市民バス運行委託並びに水産加工経営緊急特別対策資金信用保証料

助成について、それぞれ債務負担行為を追加いたすものであります。

議案第８７号は、平成１８年度国民健康保険費特別会計補正予算（第２号）でありまし

て、保険給付費のうち高額療養費を４，０８２万円余増額し、予算総額を３５億１７０万

６，０００円といたすものであります。

議案第８８号は、平成１８年度駐車場費特別会計補正予算（第１号）でありまして、土

地開発公社の所有する駅前駐車場用地等を取得し、市営駐車場として整備を行うため用地

取得費など所要の経費３億９，９７１万円余を増額し、予算総額を４億５８６万

７，０００円とし、あわせて市債の限度額等を補正するものであります。

議案第８９号は、平成１８年度下水道事業費特別会計補正予算（第３号）でありまして、

受益者負担金の一括納付の増加に伴う前納報奨金１５万円余などを増額し、予算総額を

２０億８，２７６万４，０００円といたすものであります。

議案第９０号は、平成１８年度境港新都市土地区画整理費特別会計補正予算（第３号）

でありまして、人件費を２万円余増額し、予算総額を２１億９，５０８万２，０００円と
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いたすものであります。

議案第９１号は、平成１８年度介護保険費特別会計補正予算（第１号）でありまして、

平成１７年度に概算払いを受けた国費等の精算に伴う返還金４９４万円余などを増額し、

予算総額を２２億５，３６６万８，０００円といたすものであります。

次に、議案第９２号以下、条例等の関係議案について申し上げます。

議案第９２号は、境港市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正で、扶養手当の額

について国家公務員に準じて改めるものであります。

議案第９３号は、境港市特別会計条例の一部改正で、事業規模の縮小に伴い、同市の事

業内容の会計を整理統合するものであります。

議案第９４号は、境港市手数料条例の一部改正で、住民基本台帳法の改正に伴い、閲覧

手数料の規定における引用条文を改めるものであります。

議案第９５号は、境港市民バスの運行に関する条例の一部改正で、道路運送法の改正に

伴い、市民バスの運行の規定における引用条文等を改めるものであります。

議案第９６号は、境港市公共下水道条例及び境港市下水処理施設条例の一部改正で、下

水道使用料を平均１４．６％引き上げるものであります。

なお、料金改定につきましては、去る１１月１４日に下水道料金等審議会の答申をいた

だいております。

議案第９７号は、境港市駐車場条例の一部改正で、水木しげるロード周辺に市営駐車場

を新たに３カ所追加するとともに、駐車料金を改めるものであります。

議 案 第 ９ ８ 号 は 、 財 産 の 取 得 で あ り ま し て 、 市 営 駐 車 場 用 地 と し て 面 積

８，５８７．１６平方メートルの土地を境港市土地開発公社から取得いたしたく、法の定

めるところにより議会の議決を求めるものであります。

議案第９９号は、市道の認定でありまして、明治町と清水町内の２路線を認定するもの

であります。

以上、今回提案いたしました付議案につきまして、その概要を御説明いたしました。よ

ろしく御審議の上、御決定くださいますようお願い申し上げます。

議長（渡辺明彦君） お諮りいたします。ただいま一括上程いたしました案件中、議案第

８５号は即決といたしたいと思います。これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議長（渡辺明彦君） 御異議なしと認めます。よって、議案第８５号は、即決といたしま

す。

質疑、討論を省略し、採決いたします。

議案第８５号、人権擁護委員候補者の推薦について、原案のとおり推薦することに御異

議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議長（渡辺明彦君） 御異議なしと認めます。よって、議案第８５号は、原案のとおり推
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薦に同意することに決しました。

次に、ただいま可決いたしました議案第８５号を除く各議案に対する質疑は、別に日程

を設けておりますので、その際にお願いいたします。

散 会 （１０時４５分）

議長（渡辺明彦君） 以上で本日の日程は議了いたしました。

７日から１０日までは休会とし、次の本会議は１２月１１日午前１０時に開きます。

本日はこれをもって散会といたします。御苦労さまでございました。
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